第　３　分　科　会

	タイトル
	どうする？　どうなる？　これからの自治体

～地方創生政策と議会改革から考える～

	推進委員
	座　長：伊　藤　昌　弘（愛知県本部）
記　録：中　西　直　久（石川県本部）
　　　：坂　井　登喜雄（富山県本部）
　　　：吉　村　久　資（岐阜県本部）

	本部推進委員
	山　内　幸一郎（政労局長）

	担当書記
	木　股　善　子（総合公共民間局）


	項　　目
	内　　　　　容

	テ　ー　マ
	急速な少子・高齢化による人口減少に加え、都市への人口集中と地方での人口偏在・過疎、など地方自治体を取り巻く急激な環境の変化に対応するため、“平成の大合併”と呼ばれた「市町村合併」に続き、第二次安倍政権の重要政策として「地方創生」政策が推進されている。これらは自治体、住民に何をもたらし、地方自治にとって有効に機能し、今後の地方の発展に寄与するのかを論じ合う。

また、地方自治において民主主義を具体化すべき重要な役割を担う地方議会では、議論の形骸化や議員の担い手不足などから、「議会改革」の必要性が指摘されている。現状の問題点と改善への道筋を探ると同時に、自治体労働者、労働組合の立場から、どのように関わっていくべきかを論じ合う。

さらに、高度情報処理技術の急速な進歩の中で、「ＡＩ（人工知能）」が日常生活や企業活動だけでなく、本格的に行政現場でも活用されようとしており、その目的や最前線の動きを学び合う。

分科会を通して、専門家からの講演、実践に基づくレポート、そして参加者討論により、サブテーマでもある「未来を見つめる」を追求していく。


	項　　目
	内　　　　　容

	土佐自治研で
取り上げる

自治研的課題
	中央政府主導ではない自治体主導、住民・職員参加の地方自治体活性化のあり方、「未来」の地方自治体現場のあり方と労働組合の役割について考察を深める。

	課題解決にむけた

先進的活動
	後掲「要請レポート」参照

	タイムスケジュールと
企画内容
	＜午前＞

９：30　自治研推進委員、分科会担当役職員紹介

　　　　分科会の主旨・概要と進め方の説明

９：45　講演Ⅰ「もうひとつの『自治体の未来』

　　　　　　　 ― 自治体戦略2040構想・地方版総合戦略を事例に ― 」

　　　　　講師：（公財）地方自治総合研究所・主任研究員　今井　　照
11：05　要請レポート・報告
　　　　「日本一の広域合併　その後のまちづくり」
　　　　　　岐阜県本部／高山市職員労働組合連合会・特別執行委員
　　　　　　　　　　　　　小井戸真人
11：35　レポート発表・会場討論
12：00　中間のまとめ
12：05　昼食休憩
＜午後＞

12：50　課題提起　

12：55　講演Ⅱ「自治体議会のあり方と改革の方策」

　　　　　講師：北海道大学名誉教授・議会技術研究会顧問　神原　　勝
14：35　ディスカッション
　　　　北海道大学名誉教授　神原勝×自治総研主任研究員　今井照
16：00　論文・報告「業務効率化に向けた『ＲＰＡ』の活用について

　　　　　　　 ― 実業務へのＲＰＡ試験導入と効果検証 ― 」

　　　　　　　　石川県本部／加賀市職員組合　西出　達彦
16：20　分科会のまとめ　
16：30　終了予定
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